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がんばろう福島
第₈₄₂号

2023年（令和５年）
₈月31日

県本部第113回定期大会
日時：2023年10月13日（金）13：00～
　　　　　　　　14日（土）11：30（予定）
会場：郡山市「ホテル華の湯」
議案：�2024年度運動方針（案）、2024年度

一般会計・特別会計予算（案）ほか

　

県
本
部
は
、
８
月
11
日
午

後
、
福
島
市
「
ホ
テ
ル
福
島

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
」
で
男
女

平
等
・
労
働
安
全
衛
生
集
会

を
開
催
し
た
。
集
会
で
は
、

冒
頭
、
男
女
平
等
・
労
働
安

全
衛
生
委
員
会
を
代
表
し
、

佐
藤
寛
喜
両
委
員
会
委
員
長

（
県
職
連
合
出
身
）
が
あ
い

さ
つ
。
男
女
平
等
・
労
働
安

全
衛
生
の
取
り
組
み
の
強
化

を
求
め
た
。

　

そ
の
後
、
労
働
安
全
衛
生

集
会
に
移
り
、
鈴
木
茂
県
本

部
書
記
長
が
労
働
安
全
衛
生

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
基

調
提
起
を
行
っ
た
。
基
調
提

起
の
中
で
、
鈴
木
書
記
長
は

「
労
働
安
全
衛
生
は
地
味
で

目
立
た
な
い
も
の
だ
が
、
職

場
に
密
着
し
た
大
事
な
課

題
。
労
組
と
し
て
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
自
治
労
本
部
・

八
巻
由
美
労
働
条
件
局
長
よ

り
「
労
働
安
全
衛
生
っ
て

何
？
」
と
題
し
、
講
演
を
頂

い
た
。
八
巻
局
長
の
講
演

は
、
安
全
衛
生
委
員
会
、
職

場
巡
視
、
長
時
間
労
働
に
対

す
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
あ
り

方
や
36
協
定
締
結
に
む
け
た

取
り
組
み
強
化
、
そ
し
て
、

各
種
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

な
ど
多
岐
に
及
ん
だ
。
特

に
、
２
０
２
０
年
６
月
に

月
例
給
０
・
96
％
、

�

一
時
金
０
・
10
月
引
き
上
げ
勧
告

2023
人勧

「
改
正
労
働
施
策
総
合
推
進

法
」
が
施
行
さ
れ
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
が
強
化
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
、

「
パ
ワ
ハ
ラ
や
セ
ク
ハ
ラ
に

対
し
て
は
事
業
主
が
行
う
べ

　

小
浜
さ
ん
は
冒
頭
、
自
ら

の
生
い
立
ち
に
触
れ
、
当
事

者
と
し
て
苦
悩
し
た
過
去
に

つ
い
て
話
し
た
。そ
の
上
で
、

当
事
者
の
立
場
で
、
多
様
な

性
の
在
り
方
や
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
触

れ
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

困
難
や
課
題
に
つ
い
て
語
っ

た
。「
割
合
的
に
は
職
場
に

い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

身
近
な
存
在
と
し
て
受
け
止

め
て
ほ
し
い
」。
小
浜
さ
ん

の
言
葉
に
は
、
当
事
者
の
強

い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お

　

自
治
労
は
男
女
平
等
の
推

進
を
自
治
労
運
動
の
す
べ
て

に
関
わ
る
課
題
と
し
て
位
置

付
け
て
い
る
。
本
集
会
は
男

女
平
等
推
進
闘
争
を
進
め
る

に
あ
た
り
、
意
思
結
集
を
図

る
目
的
で
開
催
す
る
も
の
。

　

本
年
の
集
会
で
は
、
宮
城

県
で
活
動
し
て
い
る
多
様
な

性
に
関
す
る
活
動
に
取
り
組

む
任
意
団
体
「
に
じ
い
ろ
Ｃ

Ａ
Ｎ
Ｖ
Ａ
Ｓ
」
共
同
代
表
・

小
浜
耕
治
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、「
性
的
少
数
者
と
就
労
」

の
演
題
で
講
演
を
頂
い
た
。

き
措
置
も
あ
る
こ
と
を
確
認

し
よ
う
」
と
話
し
た
。
最
後

に
、「
労
働
安
全
衛
生
は
労

使
で
取
り
組
む
も
の
。
広
範

な
課
題
に
つ
い
て
労
使
で
課

題
を
共
有
し
、
し
っ
か
り
と

取
り
組
も
う
」
と
訴
え
、
講

演
を
ま
と
め
た
。

　

県
本
部
は
８
月
10
日
～
11

日
の
２
日
に
わ
た
り
、
２
０

２
３
県
本
部
労
働
学
校
を
開

催
し
た
。
人
材
育
成
を
目
的

に
若
年
層
・
女
性
組
合
員
を

主
な
対
象
と
し
実
施
し
た
も

の
。
澤
村
英
行
中
央
執
行
委

員
長
の
労
働
組
合
に
関
す
る

講
義
を
皮
切
り
に
、
自
治
労

本
部
・
八
巻
由
美
労
働
条
件

局
長
か
ら「
私
た
ち
の
賃
金
」、

今
野
泰
特
別
執
行
委
員
か
ら

「
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事

故
と
自
治
労
復
興
支
援
」
の

演
題
で
講
演
を
頂
い
た
。
特

に
、
震
災
・
原
発
事
故
発
災

時
に
は
ま
だ
入
庁
し
て
い
な

い
参
加
者
も
多
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
当
時
の
被
災
自
治
体

の
状
況
や
本
部
・
県
本
部
の

対
応
に
係
る
講
演
は
、
当
時

の
こ
と
を
語
り
継
ぐ
意
味
で

も
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　

講
義
は
、
そ
の
ほ
か
東
北

労
働
金
庫
福
島
支
店
に
よ
る

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

や
、
齋
藤
浩
昭
自
治
労
共
済

県
支
部
事
務
局
長
に
よ
る
共

済
制
度
、
鈴
木
茂
書
記
長
に

よ
る
労
働
組
合
と
政
治
に
関

す
る
内
容
な
ど
、
多
岐
に

渡
っ
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
労
働
学
校

で
は
分
散
会
も
開
催
。「
私

の
職
場
の
課
題
」
と
題
し
、

６
班
に
分
か
れ
話
し
合
っ
た
。

　

分
散
会
で
は
主
に
超
過
勤

務
や
人
員
不
足
と
い
っ
た
課

題
に
発
言
が
集
中
。
こ
れ
ら

課
題
の
解
決
の
た
め
に
も
組

合
へ
結
集
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
の
認
識
を
共
有
す

る
契
機
と
な
っ
た
。

会津若松市長選（７／23告示、７／30投開票）
当選　室井　照平　23,231票
� （無・現④・67歳）

会津若松市議選（７／23告示、７／30投開票）
当選　髙梨　　浩　1,442票
� （無・現③・59歳）
当選　松崎　　新　1,298票
� （立・現⑥・64歳）

須賀川市議選（７／30告示、８／６投開票）
当選　深谷　政憲　1,334票
� （無・現②・66歳）

郡山市議選（７／30告示、８／６投開票）
当選　八重樫小夜子　2,412票
� （立・現⑧・73歳）
当選　飯塚　裕一　1,891票
� （立・現③・66歳）
　　　柳田　尚一　1,347票
� （立・現②・67歳）

二
〇
二
三
人
勧

　

人
事
院
は
８
月
７
日
、
月

例
給
３
，
８
６
９
円
（
０
・

96
％
）、
一
時
金
を
０
・
10

月
引
き
上
げ
る
勧
告
を
行
っ

た
。

　

俸
給
表
の
改
定
に
つ
い
て

は
、
大
卒
初
任
給
を
１
，
１

０
０
０
円
、
高
卒
初
任
給
を

１
２
，
０
０
０
円
引
き
上
げ

る
と
と
も
に
、
若
年
層
に
重

点
を
置
き
、
初
任
給
を
は
じ

め
そ
こ
か
ら
改
定
率
を
逓
減

さ
せ
る
形
で
俸
給
表
全
体
を

引
き
上
げ
る
と
し
た
。

　

ま
た
、
月
額
３
，
０
０
０

円
の
在
宅
勤
務
手
当
の
新
設

に
つ
い
て
勧
告
し
た
。

　

一
時
金
に
つ
い
て
は
、

０
・
10
月
分
の
引
き
上
げ
。

民
間
の
支
給
状
況
を
踏
ま

え
、
期
末
手
当
お
よ
び
勤
勉

手
当
に
０
・
05
月
分
ず
つ
均

等
に
配
分
す
る
と
し
た
。

　

同
日
、
自
治
労
は
今
次
勧

告
に
対
す
る
見
解
を
示
し

た
。
こ
の
中
で
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
初
任
給
、
月
例
給
、

一
時
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
た

こ
と
、
一
時
金
の
引
き
上
げ

は
期
末
手
当
に
も
配
分
さ
れ

た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
一

定
程
度
評
価
し
た
。
一
方

で
、
官
民
比
較
に
基
づ
く
も

の
と
受
け
止
め
ざ
る
を
得
な

い
と
し
て
も
、
物
価
高
騰
下

で
の
組
合
員
の
厳
し
い
生
活

実
態
を
踏
ま
え
れ
ば
、
引
き

上
げ
額
は
納
得
で
き
る
も
の

で
は
な
い
と
し
、
特
に
、
中

高
齢
層
へ
の
引
き
上
げ
額
の

配
分
は
不
十
分
で
あ
る
と
、

不
満
を
述
べ
て
い
る
。

　

今
後
は
人
事
院
勧
告
の
取

り
扱
い
と
、
人
事
委
員
会
対

策
が
焦
点
と
な
る
。
特
に
、

10
月
上
旬
頃
に
出
さ
れ
る
と

見
ら
れ
る
県
人
事
委
員
会
勧

告
は
、
地
場
水
準
と
な
る
こ

と
か
ら
、
一
時
金
を
含
め
引

き
上
げ
が
勧
告
さ
れ
る
の
か
、

引
き
上
げ
が
勧
告
さ
れ
る
と

し
て
水
準
は
ど
の
く
ら
い
に

な
る
の
か
、
し
っ
か
り
注
視

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

県
本
部
は
県
公
務
員
共
闘

会
議
に
結
集
し
、
ヤ
マ
場
を

迎
え
つ
つ
あ
る
県
人
事
委
員

会
勧
告
に
向
け
た
取
り
組
み

を
強
化
し
て
い
く
。

須賀川市議選
深谷　政憲　氏

会津若松市長選
室井　照平　氏

会津若松市議選
髙梨　浩　氏

講師の小浜耕治さん

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
運
動
展
開
へ

�

～
集
会
・
学
習
会
を
精
力
的
に
開
催
～

　

自
治
労
福
島
県
本
部
は
、
８
月
10
日
～
11
日
に
か
け
、
２
０
２
３
県
本
部
労
働
学
校
を
開
催
。
県
内
各
地
か
ら
大
勢
の
若
手
・
女
性
組
合
員
が
参

加
し
た
。
ま
た
、
８
月
11
日
の
午
後
に
は
男
女
平
等
・
労
働
安
全
衛
生
集
会
を
開
催
。
こ
ち
ら
に
も
多
数
の
組
合
員
が
駆
け
付
け
た
。

　

６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
は
第
42
回
全
日
本
自
治
体
職
員
ス
ポ
ー
ツ
大
会
福
島
県
大
会
も
開
催
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
の
５
類
感
染
症
移
行
後
、
県
本
部
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
活
動
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、「
私
の

名
刺
」
は
休
載
と
な
り
ま
す
。

講師の自治労本部・八巻由美労働条件局長

　

自
治
労
は
、
こ
れ
ま
で
の

「
男
女
が
共
に
担
う
自
治
労

計
画
」
か
ら
「
自
治
労
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
推
進
計
画
」
へ

の
方
針
変
更
を
第
97
回
定
期

大
会
で
確
認
し
た
。
男
女
平

等
参
画
を
取
り
組
み
つ
つ
、

多
様
性
を
認
め
合
う
職
場
や

社
会
の
形
成
に
向
け
運
動
も

転
換
点
を
迎
え
る
中
に
お
い

て
、
意
義
あ
る
集
会
と
な
っ

た
。

取
り
巻
く
状
況
は
未
だ
厳
し

い
こ
と
が
、
小
浜
さ
ん
の
講

演
か
ら
も
う
か
が
え
た
。

り
、
多
く
の
参
加
者
に
問
題

意
識
を
抱
か
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　

多
様
な

性
の
あ
り

方
に
つ
い

て
少
し
ず

つ
理
解
が

広
ま
っ
て

き
て
い
る

も
の
の
、

当
事
者
を

久々の分散会で単組間交流を深める

労
働
安
全
衛
生
っ
て
何
？

身
近
に
い
る
存
在
と
し
て

労
働
学
校
で
若
手
・
女
性
組
合
員
が
学
習

統一自治体選結果報告

※�下線を付した太字の方が、組織内候補として推薦し
た方です。



自　　治　　労　　福　　島　2023年８月31日　№．842� 自 治 労 福 島 県 本 部（2）　

第42回全日本自治体職員スポーツ大会福島県大会結果
野球・バレーボールともに福島市職労が優勝 !!

　

県
本
部
・
共
済
県
支
部
は
、

は
、
第
42
回
全
日
本
自
治
体

職
員
ス
ポ
ー
ツ
大
会
福
島
県

大
会
に
つ
い
て
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
は
８
月
６
日（
日
）に
相
馬

市
・
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
そ

う
ま
で
、
野
球
の
準
決
勝
以

降
は
８
月
17
日（
木
）福
島
市・

飯
坂
野
球
場
で
開
催
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
初
め
て

の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
10

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
一
日
開

催
の
タ
イ
ト
な
日
程
で
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

福
島
市
職
労
は
、
１
回
戦

で
強
豪
の
い
わ
き
市
職
連
合

と
対
戦
。
奇
し
く
も
１
回
戦

か
ら
強
豪
同
士
の
対
戦
と

な
っ
た
が
、
福
島
市
職
労
が

一
回
選
を
突
破
。
以
降
は
順

当
に
勝
ち
進
み
、
決
勝
は
同

じ
県
北
総
支
部
の
桑
折
町
職

労
と
の
対
戦
と
な
っ
た
。
結

果
、
福
島
市
職
労
が
勝
利

し
、
優
勝
を
果
た
し
た
。
最

優
秀
選
手
賞
に
は
福
島
市
職

労
・
小
林
蒼
選
手
、
敢
闘
賞

に
は
桑
折
町
職
労
・
野
田
亜

美
選
手
が
選
ば
れ
た
。

　

野
球
は
６
月
15
日（
木
）に

初
日
が
行
わ
れ
た
が
、
二
日

目
の
準
決
勝
以
降
が
荒
天
の

た
め
順
延
と
な
っ
て
い
た
こ

と
を
受
け
、
開
催
さ
れ
た
も

の
。
二
本
松
市
職
労
、
会
津

美
里
町
職
労
、
い
わ
き
市
職

連
合
、
福
島
市
職
労
の
４

チ
ー
ム
が
準
決
勝
へ
の
進
出

を
決
め
て
い
た
。
結
果
、
決

勝
で
福
島
市
職
労
が
会
津
美

里
町
職
労
と
の
接
戦
を
制
し

優
勝
を
決
め
た
。
最
優
秀
選

手
賞
は
福
島
市
職
労
・
古
山

雄
一
選
手
、
敢
闘
賞
は
会
津

美
里
町
職
労
・
星　

侑
介
選

手
が
選
出
さ
れ
た
。

　

野
球
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
い
ず

れ
も
優
勝
チ
ー
ム
は
10
月
５

日（
木
）～
６
日（
金
）に
開
催

さ
れ
る
東
北
地
連
大
会
へ
出

場
す
る
こ
と
に
な
る
。
両
種

目
に
お
け
る
福
島
市
職
労
の

益
々
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

（優勝）　福 島 市 職 労（優勝）　福 島 市 職 労

バレーボール 野　　球

（準優勝）　会津美里町職労（準優勝）　桑 折 町 職 労

（最優秀選手賞）
古山雄一 選手
（福島市職労）

（最優秀選手賞）
小林　蒼 選手
（福島市職労）

（敢闘賞）
星　侑介 選手
（会津美里町職労）

（敢闘賞）
野田亜美 選手
（桑折町職労）

バレーボール

相 馬 市 職 労

いわき市職連合

福 島 市 職 労

0

0

2

0

0

2

0

2

2

0

2

2

2

0

0

2

0

2

川 俣 町 職 労

国 見 町 職 労

本 宮 市 職 労

二本松市職労

楢 葉 町 職 労

桑 折 町 職 労

伊 達 市 職 労

福
島
市
職
労

野　　球

大会第１日目
（６／15）

大会第２日目 ※順延
（８／17）

玉 川 村 職 労

二本松市職労

富 岡 町 職 労

7

4

8

10

1

4

6

4

0

1

2

6

0

6

0

2

5

3

相 馬 市 職 労

会津美里町職労

いわき市職連合

南会津町職労

西 郷 村 職 労

浪 江 町 職 労

福 島 市 職 労

福
島
市
職
労


